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チ ベ ッ ト高原 Amdoに お ける地 表面 エ ネ ル ギー フ ラ ッ クス

○ 田中健 路（熊本大学工学部）・石川裕彦 （京都大学防災研究 所）

1 ．は じめ に

　 1998 年 に 行 われ た GAME −
［IYbet 集 中観 測

（10P）以降、チ ベ
ッ ト高原 にお い て、自動気象観

測 シ ス テ ム に よる継続観測が 実施 され て き て い

る 。 観測 サイ トの
一

つ で ある Amdo （32Q14
’N ，

91°37
’
E ， 4700皿 ASL ）にお ける地表面 フ ラ ッ ク

ス に つ い て 、 こ れ ま で取得 され た 1998 年 5 月 〜

2003 年 9 月の 境界層タ ワ ーに よるプ ロ フ ァ イ ル

観測データを用い て 算出を行 っ た。

2．フラ ッ クス 計算手法

　顕熱 フ ラ ッ ク ス は 、バ ル ク法を用い て 算 出した。

顕熱 輸送 に 関す る バ ル ク係 数 は 、 Tamagawa

（1996）の 手 法に基づ き、1998 年 の A 皿 do におけ

る乱流 フ ラ ッ ク ス 観測 とプ ロ フ ァ イ ル 観測 を比

較す る こ とに よ り、安定度パ ラメ
ー

タ の
一

つ で あ

る バ ル ク リチ ャ
ー

ドソ ン数の 関数 と し て 与 えた。

図・1 は、安定度 ご とに区間平均化 した顕熱輸送

に関す るバ ル ク係数をプ ロ ッ トした も の で あ る 。

図
・1 の プ ロ ッ トか ら、

バ ル ク係数 とバ ル ク リチ

ャ
ー ドソ ン 数 との 近似 的な関係 として 、次式が得

られ た。
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ただ し、ChNは 中立時にお け るバ ル ク係数で あ り、
10P 期間 平均 は 1．75x10 ’3 とな っ た 。

し、こ れ と表層 の 蓄熱量 とを合 わせた もの と して

計算 した 。 潜熱 フ ラ ッ ク ス につ い て は、地表面 エ

ネル ギー収支 を仮 定し て求め た，

3 ．結果

　図
・2 は、1998 年〜2003 年 の 5 年間 の 30 分ご

との 顕熱 フ ラ ッ ク ス をプ ロ ッ トした もの で ある 。

日変化 レ ベ ル で は 、春季に 最大 400Wm ”2 を超 え

る。夏季に お い て
、

ヱ999 年以 降は 1998 年と比

べ て 顕熱 フ ラ ッ ク ス が 半分近 くま で 減少 し て い

る 。 夏季の 地 表 面 温度の 日振 幅が 1998 年 とそ れ

以降 とで 10℃近 く格差が あ り、顕熱 フ ラ ッ クス

に影響 し て い る もの と考 えられ る。

　ボー
エ ン 比 の 代わ りと して 、 以 下 に定義す るパ

ラメ
ー

タ

　　　　　　　il・＝ ・tan
−’

（iE　I　H ）
を とっ て そ の 変動を調 べ る と 、 図

・3 が 得られ た 。

1998 年は 、
6 月 中旬 よ り降水が増え るにつ れて

潜熱が増加 して い っ た が 、1999 年以降は 、5 月

に そ の 傾向が で 始め て い る。
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図
一2：プ ロ フ ァ イ ル 観測 よ り計算 された顕熱フ ラ

ッ ク ス
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図
一1 ： 顕熱 輸送 に関 す る バ ル ク係数

　　　　 （ChN＝ 1．75　x 　10−3）

地 中へ の 熱 フ ラ ッ ク ス は、± 壌水分観測 よ り熱伝

導係数 を求め て、熱流板（10cm ）の 測 定値 を補正
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図一3 ： IE／H の偏角 Φ の 変動
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